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基本理念

我々の使命は，新たな環境認識のもとに，人と自然との関係を科学的，芸術的に把握し，

環境と調和・融合した新しい秩序づくりに積極的に挑戦することによって，安全で豊かな

環境の創出，すなわち，「みどりの環境文化」の形成に寄与することです。

1．ランドスケープアーキテクチャーの専門家集団

我々は，日本におけるランドスケープアーキテクチャーの思想と技術を継承し，発展さ

せるために組織された専門家集団です。

2．新しい技術の開発と研鑽

我々は，来たるべき21世紀の社会に対する責任を十分認識し，技術の高度化と多様化に

対応した新しい技術の開発と研鑽を推進し，技術競争の時代に対応します。

3．社会的信頼の獲得

我々は，社会的倫理観のもとに，公正な技術競争を通し，内外の要請にも応えられる自

立した職能として社会的信頼を獲得すべく行動します。

4．開かれた技術団体

我々は，内外の関連技術者との交流を通して，協調関係を積極的に推進し，多様な価値

観を内包する開かれた技術団体として広く展開します。

5．魅力ある創造的職能

我々は，経営体質の向上と安定を図ることによって，魅力ある創造的職能として広く社

会から信頼されることをめざします。

平成７年５月

「新しい環境文化の創造―造園コンサルタントビジョン―」より



企画主旨
CLA副会長・広報委員長

細谷 恒夫

われわれ造園界は「2016年東京オリンピック・パラリ

ンピック招致支援」活動を推進しています。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の報告書は，

世界中に見られる気候変動に関する現象を人間活動によ

る二酸化炭素など温室効果ガス増加に気因する温暖化と

明確に関連づけ，厳しい現実をつきつけました。

1964年，東京オリンピック開催は日本復興の姿を世界

に示しましたが，高速道路を短期間で建設等により貴重

な都市の水辺空間を失うなど様々な問題を残しました。

オリンピックは都市の姿を一変させる大きな力を持って

います。オリンピック開催都市は，成熟した大都市が抱

える多くの都市問題を解決し再生するために世界の諸都

市へ「範」を示すことが求められ，これこそオリンピッ

クが担う新たな使命でもあると考えます。東京において

はオリンピック招致を契機に都市の持つ可能性を存分に

開花させ，負の遺産を解消し，21世紀に相応しい持続可

能な都市へと大改造していくことが求められます。また，

オリンピック開催という大きな目標は，スポーツ振興や

社会の閉塞感打破のきっかけになると考えます。

昨秋，CLAはシンポジウム『スポーツと環境都市の未

来を考える』を開催し，有識等に環境都市の未来とスポ

ーツ振興について議論していただきました。蓑茂寿太郎

熊本県立大学理事長からは，1964年の東京オリンピック

は多くの遺産を残し，戦後の日本の復興に寄与したが，

その反面負の遺産も残したこと，2016年東京オリンピッ

ク・パラリンピックでは前回の東京オリンピックの反省

を踏まえ，環境遺産として何を残せるかを示していただ

きました。これらの示唆は持続可能な環境都市づくりに

多いに役立つと思います。
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表紙写真：風の道（五輪軸）構想図

この風の道（五輪軸）構想図は CLAが，2016東京オリンピック招致に向けたランドスケープ提言として，平成19年１月に

発表した「《提言》『風の道（五輪軸）構想』～東京みどりと水の都市軸づくり（案）～」の中の全体構想です。

この提案は，「10年後の東京」（東京都：平成18年12月）を後押しする目的で策定されました。臨海地区が主会場となるこ

とを前提に，既存施設が集中する神宮外苑地区とを結ぶ軸を「風の道（五輪軸）」と設定し，大規模な緑地・オープンスペー

スとこれらを繫ぐ道路・河川等の緑地機能を強化・ネットワークするスキームと具体化に向けた整備手法の提案を行ってい

ます。

スキームとしては，まず青山通りなどを軸に，交通計画によって可能となる「緑陰道路化」＋沿道の再開発などで生み出す

「誘導民有緑地」が，『風の道 SPINE』（SPINE：背骨）を形成し，都市全体のみどりのムーブメントと相俟って，最終的に

は，「緑に覆われた『風の都
ま
市
ち
』東京」へと発展していくことを想定しています。

緑を創り・育てることに生きがいを感じている我々の思いを込めた。そんな一枚の図面です。 （萩野一彦）
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比谷公園100周年を契機に「思い出ベンチ」制度を創設し都

民の寄付金でベンチ配置を企画しました。１基15万円です

が皆様が喜んで応募して下さり，日比谷公園，井の頭公園

等にこれまでに合計600基以上，金額にして１億円が配置さ

れています。そういうムーブメントを盛り上げたい。

今回のシンポジウムは CLAが率先して開催して下さっ

たもので，誠に感謝しております。

こうした６本の柱とオリンピック招致との関連を考えて

みましょう。昨年のシンポジウムで青山元副知事は環境都

市・緑のまちづくりを提唱されました。かなり以前から公

園部局では検討を積み重ね構想していたことでもあり，財

政面の制約がありますがいろいろトライアルしたいと存じ

ます。オリンピックが万が一来なかったら？ もしそう

なっても，環境都市への取組みは止めるべきではありませ

ん。

先ほどの雑賀次長のお話で，８つの柱の第１番目が「水

と緑の回廊づくり」だったのは本当に嬉しいことです。水

と緑が都政の第一に取り上げられたのは私も35年間都庁に

勤務していますが初めてのこと，このチャンスを生かした

いものです。先輩諸氏また先生方の永年の努力が実りつつ

あるのです。私は先ごろ環境緑化新聞に「世界的視野で緑

のまちづくりを」と寄稿しましたが，江戸・東京の緑の足

跡を辿り残存資源を発掘して水と緑のシステムを育てよ

う，まだ可能性はあるとの石川先生のお話には感銘を受け

ました。東京の，日本の水と緑のシステムについて考える

好機です。先生にはますます研究を進めていただきたいと

存じます。

こうした提案は客観的にも評価されることが大切です。

他のオリンピック開催候補都市はどのような状況か？ 昨

年夏，第１のライバルと思われるシカゴを私的に訪問しま

した。第１印象として「すばらしい。」と感じました。2004

年に作られたミレニアム記念公園は税金に加えて市民の寄

付金を大きな財源としています。ミシガン湖畔には美しい

公園が連続し，自転車で走ってみましたが水泳場，ヨット

ハーバーも整備され本当に市民の憩いの場所です。東京に

戻って考えました。世界の各都市が，それぞれの歴史，資

源を大切に都市づくりの構想を練っています。東京はさま

ざまな資源と可能性に恵まれているので，これ等を生かし

て水と緑のまちづくりに頑張って参りたいものです。

佐藤 私はスポーツ振興の立場からお話いたします。こ

こにメダルを持参しました。1964年の東京オリンピックの

とき私は中学２年生でしたが，ボランティアとしてスタジ

アムの国旗掲揚に参加した，そのときいただいたメダルで

す。お回しするので，どうぞご覧ください。

1964年の東京オリンピックは，ママさんバレーや少年野

球，やがては Jリーグもそうですが，まさに日本のスポー

ツ振興のきっかけになりました。2016年のオリンピックを

さらなるスポーツ振興に結びつけたい，国民の誰もがスポ

ーツを楽しみ健康を保てることが願いです。

オリンピックの目的はスポーツ振興や世界の平和に加

え，環境が新しいテーマです。72年ミュンヘン大会では環

境に配慮した施設づくりが行われました。ここはもと飛行

場でしたが，城から水を引いた人工池と大戦中の瓦礫を積

み上げた緑の丘は，広大なオリンピック公園として市民の

憩いの場となっています。日本の札幌冬季オリンピックで

は支笏湖畔の恵庭岳に滑降コースが作られたが，緑化によ

り今は見事に修復されています。長野でも滑降コースの始

点選定に慎重な配慮がありました。日本オリンピック委員

会（JOC）のホームページには「スポーツと環境」の掲示が

あります。2016東京招致にあたっては「カーボンマイナス」

を掲げています。

使用済みのテニスボールをそのまま廃棄せず，小学校の

机や椅子の脚の下に取り付け，騒音防止や滑り止めに使用

したり，将来産業廃棄物となる人工芝のピッチづくりに配

慮するなど，いろいろな取組み事例があります。ベルリン

の大きなスポーツホールでは，屋上緑化を積極的に取り入

れており，地域体育館でも壁面緑化や自然光の採りこみ，

外断熱などをして省エネルギーを図っております。

地球環境に優しい水と緑とともに，都市にスポーツ施設，

スポーツ活動があふれて欲しい。ジョギング，ウオーキン

グ，ヨット，カヌー，ボートなどが行える，水と緑とスポ

ーツの都市・東京に世界のスポーツ選手，世界の人々を招

き，ますますスポーツが盛んになるとともに，世界平和そ

して地球環境を守る活動につなげたい，それが願いです。

大塚 1964年の東京オリンピック，私は大学３年生でし

た。国道246号の拡幅や代々木の競技場の建築工事を眺め，
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ワクワクしたものです。2016年のオリンピックは環境づく

りのきっかけになることでしょう。ランドスケープ界とし

て，これからの東京のあり方を考えたいと存じます。

ただし，これから10年か100年かでは目標の大きさや広が

りがかなり異なります。明治末期の国土地理院の地図に着

色した手書きの図面をご覧下さい。当時の地図のほうがコ

ンターが明確なので，あえて使用しました。荒川放水路も

東京駅も，まだありません。

都市の骨格は地形です。東京の大地を刻んでいるのは石

神井川水系，神田川水系，石川先生のお話にあった渋谷川

水系，目黒川水系。大きくは多摩川，隅田川です。この谷

沿いの土地を100年後にはすべて公園緑地にしたいという

のが，私の夢です。

今，「風の道」を作ろうという提案が為されています。青

梅街道，甲州街道そして今回のオリンピックでも重要なル

ートとなる国道246号の大山街道，中仙道など主要幹線は

皆，台地上にあり，大きなビルが立ち並んでいる。一方，

谷筋には民家や中小のビルがあります。台地上の容積率を
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上げれば50年，100年かけて谷筋の容積を吸収できるので，

そこを緑化する。皇居の吹上御所にはかつての江戸の動植

物が全部保護されているとのこと，それの滲み出しを期待

できます。

下町では川や運河の敷地内に止まらず，沿川のかつての

水田や畑も，たとえば落葉樹林にしたい。環境が人々の生

活を変えます。CO の量云々だけではランドスケープの仕

事にならない。Valleyという言葉，日本語の谷は鋭角のイ

メージがあるが欧州では斜面にはさまれた広い空間を指し

ます。緑の中にスポーツクラブも老人の憩える施設もあリ，

エコカーやトラムが走っています。そんな情景を描いてみ

ました。建築物の寿命はせいぜい50～60年，人口減少にも

上手に対応しなければなりません。

今，ランドスケープ界は萎縮しています。われわれ自身

が50年後，100年後の東京を描いて提案し，役所をバックア

ップしていきますので，公官庁の方々にも是非，指揮をと

っていただきたい。その第１歩が2016年のオリンピックだ

と考えています。

石川 100年の計についてのお話でした。さて，私たちは

次世代を担う子どもたちに何を残し伝えるべきか，雑賀さ

んいかがですか？

雑賀 第１は健康を保てる環境です。成人になっても健

康な体であるように。たとえば日本では水道の水を飲むこ

とは普通ですが，海外では必ずしもそうではありません。

こうした環境をちゃんと保持すること。第２はオリンピッ

クの価値をどのように伝えるか，です。今の子どもたちは

日本中どこでも，パソコンゲームや携帯で遊び，外に出て

遊ばない。先般の北京オリンピックで谷亮子選手の頑張り，

室伏選手の正々堂々たる戦いぶりを観戦し，誰もが感動し

ました。こういう感動を子どもたちが身近に感じ，スポー

ツのすばらしさを感じてもらいたいのです。３人のパネリ

ストのお話をうかがい，子どもたちが健康・健全な心と体

を作るための鍵は緑と，緑に包まれた広場や遊び場である

ことを実感しております。

石川 ありがとうございました。さて今回は「全員参加

型シンポジウム」ということで，会場の皆様から一言ずつ

メモをいただいているので，ここでご紹介します。「水」と

「緑」についてのご意見が多いですね。「地勢を読みとった

水と緑によるうるおいと品格あるまちづくり。」これは大塚

さんのご提案に沿っています。「緑による爽やかな風を。」

私は四川省の地震の復興に関わっており頻繁に中国を訪問

しています。オリンピックの期間は北京の空はきれいでし

たが，このごろまたどんよりしています。空気と水だけは

お金では買えません。「ヒートアイランドの解消を。」これ

も緑の風のこと。「千川上水，北沢川もある。」というご指

摘，「レガシーである神宮外苑を大切に。」，「各種施設の筑

波などへの移転跡地の緑化を。」というご意見もあります。

「北京オリンピックの光と影の両面を考えよう。」とのご意

見もあります。

先ほどシカゴについてのお話がありましたが，米国では

Parks&Recreation，公園とレクリエーションを一体に捉

えています。いろいろなご意見の中で，東京はどうしても
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「水」が弱いと私は感じていますので，小口さん，都の取

組みの実態を教えてください。

小口 先ほどお話した６つのプロジェクトをまとめるに

当たり，水の問題についてもずいぶん議論しました。はっ

きり言って，上流から下流まで包括的に水を考える人はい

ないのです。多摩の山の森林に降った雨が多摩川になり，

これを羽村で取水して江戸市中に送った。現在の管理者は

①水道局，②下水道局，③河川局，最終は④港湾局。⑤公

園部局も関わります。後楽園の水は神田上水，六義園の水

は千川上水から引いており，また上水に戻ります。それぞ

れがパーツを，効率よく管理していますが，全体を総合的

に見ている人はいません。これは都庁だけのことではなく

全国が縦割りなのです。

西部公園事務所長として井の頭公園の管理をしていた折

に近隣住民から「池の水が汚れている。」との指摘があり，

「皆さんが雨水を地下に戻して下されば地下水が湧くので

す。」と提案しました。三鷹市，小金井市等が努力して，か

なり湧水が復活し池の水がきれいになりました。公園の中

だけではなく環境のシステムを配慮し，いろいろな立場の

人々を繫ぐ努力が必要，それを市民に伝えともに考え行動

を誘発する，打てば響くのです。公共サイドも総合的な提

案をする時代です。

発信力のある人を育てることが大切です。海の森につい

てもそう感じます。私も努力するが，都議会でも市議会で

もどしどし発言し主張して，雰囲気を盛り上げましょう。

石川 住民とともに考え行動し，サポーターを増やしま

しょう。佐藤さん，子どもとスポーツの関係についてお話

しください。

佐藤 ゲーム遊びのせいだけではありませんが，子ども

の体力が低下している。でも子どもたちはスポーツやオリ

ンピックに興味はあり，たとえばフィギュアスケート選手

が活躍すると，その教室の加入者が増えています。ゲーム

よりスポーツのほうが面白いと分かれば，やみつきになる。

戸外で，水と緑の中で自由に遊べる環境を作りたい。ド

イツでは子どもたちがカヌークラブに入って水に親しみ，

源流まで川を遡る活動があり，水流を全体的に捉え自然の

大切さを実感する。「カヌーイストは自然環境の良き理解

者」というメッセージがあります。日本の子どもたちは一

般に，水に近づけない。日本は水が豊富なので，逆に大切

さに気がつかないのかも知れません。東京都もスポーツク

ラブ育成の方針のようですが，子どもたちにスポーツの面

白さと深みをもっと伝えたいものです。

石川 何らかのモデル，具体的行動が必要なのですね。

雑賀 都では今年から「スポーツ教育推進校」を指定，

小・中・高の120校で体育だけでなく国語や英語等の授業で

もスポーツを意識した指導に努め，また「オリンピック副

読本」を作って配布，これは希望があれば推進校以外にも

配布しています。

日本にはラジオ体操や運動会を地域，家族さらに学校が

一体となって行う良き伝統があります。東京の街中で開こ

うとしているオリンピックについて，CLAは３つ折のリー

フレットをお作りになりましたが，このようにいろいろな
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ご提案をいただきたいと願っております。

大塚 都市インフラのキャパシティが大きく街中でオリ

ンピックを開催できることは，まさに東京の特質です。新

しいスポーツ施設も取り込んで東京のエネルギーはさらに

大きくなるでしょう。水と緑の整備とあいまって全体が活

気づくことが望まれる。そのためには公園，道路，河川等

が分業ではなく総合的視野に立って計画・整備されるべき

でしょう。

石川 何か一歩踏み込んだ，具体的なプランが欲しい時

期ですね。手がかりが無いと思いが伝わらない。

雑賀 今はまだ選考される段階なのですべてを明らかに

できないが，プレゼンテーションで最善を尽くしたい。東

京では大改造ではなく既存のものを生かしつつ，環境に配

慮し水と緑を改良して計画し説明したいと考えております。

佐藤 今あるものをどう利用するか，都心部の緑の効果

を発揮させるための改良と活用方法にも焦点をあてるとい

いと思います。スポーツにマッチした水と緑がほしい。

石川 大塚さん，CLAのリーフレットにある「風の道」

については……。

大塚 10年後の構想と50年，100年後の構想とは違いま

す。今はとりあえず何ができるかを考えるが，自分として

は将来に向けて「風の谷」を提案したいのです。

石川 夢を繫いでいける戦略を立てると力が出るのでし

ょう。相手をよく知り，際立った差別化を図って分かりや

すく説明したい。マドリッドの国際コンペで１等になった

経験があります。比較的貧しい人々の住む，森も無い地域

なので，下水の処理水を利用して川を復活し，150年かけて

環境を再生することを提案したのです。

最後に一言ずついただきます。

雑賀 シカゴに対しては，実質的な諸施設の質，安全性，

公共交通の利便性を訴えます。支持率アップについては経

済波及効果や緑の環境づくりの説明が大切でしょう。あと，

日本ならではのおもてなしの心の表明，海外の方々が日本

に来て良い印象を持って下さっている，そうしたことが大

きな力になります。

小口 先ほどご紹介したミシガン湖は泳げるほど水がき

れいだし，緑の空間でスポーツが行える。東京湾で泳げれ

ばアピールするでしょうね。シカゴのメインストリートで

は企業参加の花壇コンクールが行われていた。日本でも日

比谷ガーデニングショーを実施し，さらには丸の内ととも

に「東京ガーデンジュエリー」として，公共と民間とが一

体となってまちの公園化を図っています。先日の土曜・日

曜にメディアセンター横で「東京大茶会」を開催したとこ

ろ，２日間で１万数千人が参加した。東京にはそういうこ

とのできる場所はたくさんあります。

佐藤 水と緑と一体に，スポーツ振興を図り，精神と肉

体を育てましょう。木を大切に育てると同じように，スポ

ーツそして人を大切に育てたい。

大塚 世界的な混沌の中で，安心安全が求められていま

す。東京の緑は都市全体としては十分ではないが，皇居周

辺，明治神宮周辺には歴史文化に育まれた緑があるので，

私たちはこれを都市全体に広げていきたい。将来に向けて

のビジョンが必要です。

石川 先日，皇居吹上御苑の中を拝見して，感動しまし

た。昔の武蔵野が生きています。その良さ，要素を導き出

したい。身近なものを生かし大事にして育てていきたい。

皆で一緒に考え，行動しましょう。今回のシンポジウムが，

そういうきっかけになれば誠に幸いです。これでパネルデ

ィスカッションを終わります。ご清聴ありがとうございま

した。

司会者 コーディネーターをお務め下さった石川先生ま

たパネリストの方々，長時間ありがとうございました。

CLA副会長，関東支部長の枝吉茂種から閉会挨拶を申し上

げます。

■閉会挨拶

本日はシンポジウムにお集まり下さり，まことに有難う

ございました。石川先生，雑賀様ご講演ありがとうござい

ました。パネリストの方々にも感謝申し上げます。

私たちは石原都知事がオリンピック招致を表明された当

初から招致支援を表明し，いろいろな活動を展開する中で

技術的提案も行ってまいりました。これからも造園界全体

に呼びかけて招致支援協力したいと考えております。この

ことが東京の水と緑の環境改善に役立ち，併せて私たちの

活性化にも繫がればと願っているのです。

本日は皆様，本当にありがとうございました。これにて

シンポジウムを閉会いたします。
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